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資 料 配 布 

件 名 豊かな海の再生 

～海のもつ新たな機能の創造 「第１２回海の再生全国会議」の開催～

概 要  今回の会議では、大阪大学大学院教授の西田 修三氏による基調

講演、有識者・NPO 等からの話題提供とともに、東京湾・伊勢湾・大阪

湾・広島湾の四大湾における取組の紹介を行います。 

○開催日時：平成３０年２月１５日（木）１３：００～１７：２０

○場  所：新大阪ブリックビル（3F）

○参加費等：無料(事前申し込み必要）定員 200 名（先着順）

○基調講演：「水と栄養の動きから水環境を考える」

大阪大学大学院教授 西田 修三 氏 

○話題提供

○各湾の取組報告（東京湾、伊勢湾、広島湾、大阪湾）

※海の再生全国会議は、四大湾（東京湾・伊勢湾・大阪湾・広島湾）の

海の再生プロジェクトの成果や課題、教訓などを全国の閉鎖性水域の

再生プロジェクトに展開していくことを目的に、関係省庁、地方自治

体、企業、ＮＰＯ法人などが相互の連携を強化し、海の再生プロジェク

トの普及啓発、意見交換等、情報の共有化を図るものとして四大湾で

順次開催しており、１２回目となる今回は大阪湾で開催します。 

取  扱  い 

配 布 場 所 近畿建設記者クラブ 大手前記者クラブ 神戸海運記者クラブ 

神戸民放記者クラブ みなと記者クラブ 神戸経済記者クラブ 

和歌山県政記者クラブ 和歌山県政放送記者クラブ  

和歌山地方新聞記者クラブ 港湾新聞社 マリタイム 海事プレス 

デイリーニュース社 日刊海事通信社 港湾空港タイムス 

問 合 せ 先 国土交通省 近畿地方整備局  

港湾空港部 海洋環境・技術課 課長 津田行男（つだ ゆきお） 

 〃  課長補佐 宮原祐二（みやはら ゆうじ） 

    電話 ０７８－３９１－３１０３（直通） 



第 12 回　海の再生全国会議は土木学会
継続教育プログラム認定をされています。

第12回 海の再生全国会議

豊かな海の再生
～海のもつ新たな機能の創造～

平成30年2月15日㈭
13：00～17：20（開場12：30）

新大阪ブリックビル
3Ｆ CONFERENCE ROOMS

日　時日　時

場　所

無 料
（先着順）

主　催：国土交通省近畿地方整備局　　後　援：東京湾再生推進会議、大阪湾再生推進会議、伊勢湾再生推進会議、広島湾再生推進会議

 【開会挨拶】

 【基調講演】
 　「水と栄養の動きから水環境を考える」 大阪大学大学院　教授　西田　修三 氏
 【話題提供】

　　「ブルーカーボンの活用方策と将来展望」
東京大学大学院　教授　佐々木　淳 氏

　　「沿岸域環境におけるアマモの役割とアマモ場の造成」
NPO法人アマモ種子バンク　理事長（大阪大学名誉教授）　出口　一郎 氏

　　「どうなってんの？大阪湾－モニタリングから見る環境と生物」
　　　 大阪市立自然史博物館友の会　会長　鍋島　靖信 氏
　　「こうやってんの！－大阪湾での多様な主体による連携と協働」
　　　 大阪湾見守りネット　代表（西宮市貝類館 顧問）　山西　良平 氏
　　「大阪湾の環境再生よもやま話（人とヒント）」
　　　一般社団法人大阪湾環境再生研究・国際人材育成コンソーシアム・コア（CIFER・コア） 理事　横山　隆司 氏 
【質疑応答】

 　休　　憩
  【各湾における取組紹介】

　・東京湾　『東京湾水環境再生計画の取り組み』
　　　　　　 関東地方整備局港湾空港部　事業計画官付　海洋環境係長　石崎　　力 氏
　・伊勢湾　『伊勢湾再生行動計画(第二期)について』
　　　　　　 中部地方整備局企画部　環境調整官　山本　昭弘 氏
　・広島湾　『広島湾官民連携組織の設立に向けて』
　　　　　　 中国地方整備局企画部　技術企画官　山下　　仁 氏
　・大阪湾　『美しく、親しみやすい、豊かな魚庭(なにわ)の海に向けた取り組み「大阪湾再生について」』
　　　　　　 近畿地方整備局企画部　技術企画官　松井　善樹 氏

【質疑応答】
【閉会挨拶】

 【閉　　会】

13:00

13:10

13:50

15:45
16:00

17:20



お問合せ先 『海の再生全国会議』事務局（担当：大川・榎並）
〒 105-0001　東京都港区虎ノ門 3-1-10　第２虎の門電気ビルディング 4F
一般財団法人みなと総合研究財団内
TEL 03-5408-8297　　FAX 03-5408-8741　　e-mail：umi-saisei@wave.or.jp

参 加 申 込 書 送付先 FAX：03-5408-8741

■電車でお越しの方は
●JR東海道線「新大阪駅」
3階コンコースから北口を出て北へ。
歩行者デッキを通り、大阪回生病院
手前で右手階段を下りてすぐ。
●地下鉄御堂筋線「新大阪駅」
「北改札口」①出口を出て北へ。
大阪回生病院の東隣。

■飛行機でお越しの方は
●大阪空港（伊丹空港）ご利用の場合
大阪空港（伊丹空港）より空港リムジン
バスにて「新大阪駅」まで約30分
●関西国際空港ご利用の場合
関西空港空港より JR特急はるかにて
「新大阪駅」まで約50分

　平成 27年の瀬戸内海環境保全特別措置法の改正と瀬戸内海環境保全基本計画の変更を受け、瀬戸
内海沿岸の自治体では「豊かな海」の実現に向けた新たな環境保全計画の策定が進められています。
環境政策は、これまでの「水質規制」の時代から、「水環境の管理・創出」の時代へと、大きな転換期
を迎えています。
　本講演では、海の環境問題と対応策について水・物質循環の視点から捉え、水環境の管理と制御、
そして創造のあり方について、最新の研究動向も含めてお話します。

基調講演　「水と栄養の動きから水環境を考える」

以下のいずれかの方法にてお申込みください。
① 　下記URL または下のQRコードより参加フォームにアク
セスし、電子申請にてお申込みください。

http://www.wave.or.jp/lecture/form.php?fn=180215
② 　下の参加申込書に必要事項を記入の上、FAXにてお申込
み下さい。また、
　 FAX でお申込みの場合は、当日会場にて本申込書をご持参
ください。

 【参加申込書】 FAX：03-5408-8741　
　　　　　　　宛先：事務局 大川・榎並

参加フォーム
QRコード

ふりがな

代表者氏名
所属
団体名

T E L F A X

住　所 〒

E-mail

同伴者氏名

※ご記入いただきました個人情報は、本イベント参加に関する目的のみに使用し、それ以外に使用することはございません。

参加
申込〆切
2月8日㈭

【略歴】
1984 年　北海道大学大学院 工学研究科応用物理学専攻博士課程修了
1984 年　八戸工業大学 土木工学科講師
1990 年　八戸工業大学 土木工学科助教授

1998 年　大阪大学大学院 工学研究科土木工学専攻助教授
2005 年　大阪大学大学院 工学研究科地球総合工学専攻助教授
2008 年　大阪大学大学院 工学研究科地球総合工学専攻教授
　　　　   現職
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参 加 申 込 方 法

〈アクセス〉

西田　修三氏　大阪大学大学院 工学研究科　地球総合工学専攻教授　




